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でM"l'ilのj師噌を行っているj州合は，初llilの啼養

結果のみを取り上げ, 21i'l l=l以後はりil;例散に含め

なかった．症例数は176例になった．

1:"道炎や他疾忠で, WI!I:前に他の医旅機IAIから

抗繭尚'lの処力を受けていた， または，受けている

ﾘ,i;例も含めている．すなわち， この症例の選び方

は，人口祷庇の商い都市部で杵辿に遡遇する， 「l1

LI.炎と診断がついたllf点での，起|ﾉ〈|繭の膠察につ

ながると考えたためである．

主な病原i'fiはllili炎球菌， インフルエンザI間，モ

ラクセラ・カタラーリスであった．

錐j¥'l耐性など流旅上|Al題となるのは，肺炎球菌

とインフルエンザ輔であった．

lﾉ1111i黙剤では肺炎球菌に対してはTBPMが，

インフルエンザ1脚に対してはCDTRが,MICと

li&IMIil'l!泄度から雌もよい成紬を示した．

にどのような変化が生じているか検討する．

【対象と方法】 2007～2012年に偏楽隙|病院呼

吸器内科で入院沿旅を行ったll,li炎忠者全例を対

象とした．原Ikl微生物，初101MIf",蝋苫-13後

(3011死亡率）などの経年変化をカルテ調介し

た．

【結果】 6年間で1,000例(CAP555例, HCAP

445例）のll,li炎診旅が行われた.CAPではllili炎球

菌， インフルエンザ繭，マイコプラズマ, HCAP

では萸色ブドウ球菌，グラム|食性腸内細繭．絲膿

菌が原IKI微生物として上位を占め, 6年|H1変わら

ない傾向であった．肺炎球荊ではPRSP, インフ

ルエンザIfiではBLNASの瀕度が経年的に減少し

ていた．初期抗繭漿は広域抗繭薬の選択が減少

し， ，ツラクタマーゼ配合ペニシリン系薬の使川が

増加していた. 30H死亡率はll'li炎全体で2007年

の11．5％から2012年の5．1％まで経年的に低ド

半減していた．

【まとめ】信楽|刺病院呼吸器内科におけるll,li炎

症例の予後改善（診療レベルの向上）が雌偲さ

れた．
Ⅱ、教育講演

｢抗菌薬TI)Mガイドラインと

抗lIRSA薬最近の話題」

医旅法人|:HI他進会

新津医撫センター病院

薬剤部災継lll 雅美

7当院における3歳未満の中耳炎患者を対象と

したメイアクト及びオラペネムの有効性検討

木村 価

しおかぜ医院

Ⅲ、特別講演

｢感染症診療の新しい流れ」

大阪大学医学HII附屈病院

感染制御部

教授朝野和典

3歳未満の中ll.炎忠音の起|と|繭をI淵べ, PCG,

CVA/AMPC, AZM, CTRX， CFPN, CI)TR,

TBPMの有効性についてMICならびに股間III! | !

濃度から検討した．

対象期|ﾊlは2012年5月～11月で，何らかの病

原繭が検III}された椛例をカウントした. lnl-･椛例


